
  

 

 

長
寿
を
祝
って 

 
三
島
地
区
敬
老
会 

 

長
き
に
わ
た
り
社
会
に
貢
献
さ
れ
て
き
た
、
お

年
寄
り
に
対
し
て
、
地
区
上
げ
て
の
労
い
の
会

（
敬
老
会
）
が
、
九
月
十
五
日
に
三
島
小
体
育
館

で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
招
待
さ
れ

た
対
象
者
の
方
は
五
八
四
人
、
そ
の
内
二
六
〇
人

の
方
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。 

午
前
九
時
よ
り
、
甲
岡
町
長
の
挨
拶
後
、
米
寿

を
迎
え
ら
れ
た
十
二
名
の
方
々
に
町
か
ら
賞
状 

         

  
 

   

と
記
念
品
の
贈
呈
が
行
わ
れ
、
招
待
者
謝
辞
と
し

て
は
今
年
七
十
歳
に
な
ら
れ
た
瀧
谷
弘
さ
ん
が

代
表
挨
拶
。
式
典
終
了
後
は
お
待
ち
か
ね
の
演
芸

の
部
。
保
育
所
園
児
の
可
愛
い
踊
り
を
皮
切
り
に

三
島
婦
人
会
、
ゆ
り
の
会
の
方
々
に
よ
る
踊
り
や

久
し
ぶ
り
の
登
場
と
な
る
、
は
げ
ま
す
会
の
寸
劇

「
梅
川 

忠
兵
衛
」
そ
し
て
、
「
三
島
の
浪
曲
師
」

東
家
恋
太
郎
さ
ん
に
よ
る
浪
花
節
を
聞
か
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 
会
場
か
ら
は
、
割
れ
ん
ば
か
り
の
拍
手
と
共
に 

涙
を
拭
う
お
年
寄
り
の
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
敬
老
行
事
に
あ
た
っ
て
裏
方
で
協
力
頂
い
た

婦
人
会
、
自
治
会
役
員
、
協
力
員
の
皆
さ
ん
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

        

楽
し
く
集
っ
て 

夕
涼
み 

 

三
島
ふ
れ
あ
い
夜
市 

  
 

夏
休
み
に
入
っ
た
、
七
月
十
八
日
の
土
曜
日
、 

今
年
で
第
三
回
目
に
な
る
「
夜
市
」
が
Ｊ
Ａ
三
島

支
所
の
駐
車
場
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

住
民
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
「
地
域
の
活
性

化
に
繋
げ
よ
う
」
と
始
ま
っ
た
夜
市
。
屋
台
の
出

店
を
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、
今
年
は
八
店
が
協
力
。

ま
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
を

は
じ
め
、
宝
探
し
や
腕
相
撲
大
会
等
で
会
場
は
大

変
賑
わ
い
、
地
域
の
活
性
化
に
充
分
に
繋
が
っ
た

と
思
い
ま
す
。 

 

夜
市
の
開
催
に
あ
た
り
、
ご
支
援
、
ご
協
力
頂

い
た
方
々
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

          

平成 21 年

三
島
公
民
館
だ
よ
り 

演芸ステージの踊りや歌に聞き惚
れ、見惚れるお年寄りの皆さん。 
どうぞ、これからもお元気で 
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ちびっ子オンステージで「ゆうきのうた」を
元気に歌う、三島小の 34 人の児童達。子供
達はすくすくと明るく育っています。まさに
地域の宝ですね。またカラオケ大会では、宇
和島市から来られた飛入り参加の方が「トレ
イン・トレイン」を熱唱。三島の若者達も歌
に引き寄せられてステージに上がって踊り、
さらに会場は盛上り、夜市の最後に相応しい
ものとなりました。 



         

昨
年
も
、
都
三
島
小
校
長
の
縁
で
行
わ
れ
た
、
山

と
海
の
学
校
の
交
流
。
今
年
は
、
一
日
目
は
石
応
で

二
日
目
は
三
島
で
キ
ャ
ン
プ
と
い
う
日
程
で
し
た

が
、
あ
い
に
く
の
大
雨
の
為
、
三
島
で
の
キ
ャ
ン
プ

は
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
石
応
の
お
母
さ
ん
達
に

教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
、
皆
で
腕
を
振
る
っ
て
作
っ

た
夕
食
の
カ
レ
ー
は
、
最
高
の
味
で
は
な
か
っ
た
か

で
し
ょ
う
か
。 

    

今
年
も
三
島
青
年
団
と
役
場
職
員
の
協
力
の
も

と
、
八
月
八
日
、
九
日
に
、
愛
冶
小
六
年
生
（
三
人
）、

石
応
小
（
宇
和
島
市
）
の
全
校
児
童
（
二
十
五
人
）

三
島
小
五
、
六
年
生
（
十
四
人
）
と
合
同
キ
ャ
ン
プ

を
実
施
し
ま
し
た
。 

 
石
応
の
海
で
磯
あ
そ
び 

戸
祇
の
子
学
級 

野
外
キ
ャ
ン
プ 

雨
に
う
ち
勝
っ
た 

夏
の
夜 

 
 
 
 
 
 

三
島
夏
祭
り
納
涼
盆
踊
り
大
会 

 

「 

盆
踊
り 

老
い
も 

若
き
も 

輪
の
中
に 

」 

 
  

今
年
の
夏
祭
り
は
、
前
日
ま
で
天
気
が
良
か
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
日
に
か
ぎ
っ
て
朝
か
ら
雨
に

み
ま
わ
れ
ま
し
た
が
、「
今
晩
の
夏
祭
り
は
や
れ
る
」

と
大
会
役
員
の
決
断
で
予
定
通
り
準
備
に
執
り
か

か
り
ま
し
た
。
準
備
の
間
に
も
雨
が
降
っ
た
り
止
ん

だ
り
と
役
員
を
や
き
も
き
さ
せ
ま
し
た
が
、
午
前
中

に
会
場
準
備
は
終
了
。
本
番
に
は
、
皆
さ
ん
の
気
持 

             

ち
が
雨
を
止
ま
ら
せ
て
く
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
全
日

程
を
無
事
に
終
了
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。 

 

ご
寄
附
を
頂
い
た
皆
さ
ん
、
準
備
や
後
片
付
け
に

協
力
を
い
た
だ
い
た
多
数
の
役
員
の
皆
さ
ん
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

                     

石応の砂浜で磯遊びをする学級生達。広い浜辺

は開放感たっぷり。昼はすいか割りやサッカー

をして思いっきり遊び、夜は花火や肝だめしを

体験。夏一番の楽しい思い出が出来ました。 

明るく元気に若さ溢れる演技をする「宇和島チアリーディ

ングクラブ ブルファイターズ」の皆さん。毎年お楽しみ

の演芸ステージに今年はチアリーディングが登場。素晴ら

しいパフォーマンスを披露して頂きました。 

【 踊り子審査の結果 】  
最優秀 清家 治 

商
工
会
の
方
々
の
ご
協
力
で

鮮
や
か
に
夜
空
に
浮
か
ん
だ

「
ふ
る
さ
と
み
し
ま
」
の
火

文
字
。
今
年
も
コ
ー
ル
ナ
チ

ュ
レ
ル
さ
ん
の
協
力
で
「
ふ

る
さ
と
」
を
合
唱
し
ま
し
た
。

広 見 芝  幸子 土釜 康博 

下大野 高好 則男 棟田ファミリー

小 松 葛川 熊夫 二宮 美日 

久・延 和田  宣 森本 義忠 

優 秀 

川 上 高村 漾子 杉本 洋一 

以上の方々です。おめでとうございます。 

雨が降る中、会場設営（ステージ）をする 
役員の方々。朝7：00に大会役員は三島グ

ラウンドに集合。協議の結果を「準備は出

来る所までやろう」と天気予報に耳を傾け

ながら作業に入りました。役員の情熱と根

性で雨にうち勝ったのかもしれません 



 

◎ 

塩
崎
義
行 

兵
頭 

敏
和 

高
平 

定
行 

芝 
 

嘉
也 

清
家 

 

治 

清
家 

隆
司 

高
平 

吉
徳 

井
伊 

敏
正 

西
村 

一
志 

塩
崎 

義
行 

 

◎ 

葛
川
菊
雄 

伊
手 

 

優 

程
内 

益
男 

葛
川
製
材
所 

程
内 

義
幸 

キ
ク
ハ
ウ
ス 

 

 

◎ 

田
中
通
正 

酒
井 

 
創 

酒
井 

将
臣 

酒
井 

栄
一 

中
町 

達
夫 

松
浦 

和
徳 

山
本 

 

孝 

芝 
 

芳
郎 

片
岡 

好
文 

松
原 

和
雄 

か
ま
つ
か 

上
砂 

秀
明 

田
中 

通
正 

 

◎ 

清
家
鈴
枝 

山
本 

善
一 

善
廼
家 

清
家
工
務
店 

 

◎ 

戸
田
功
一 

山
本
酒
店 

松
本 

 

哲

中
川
商
店 

梶
原 
一
男

 

小
松
Ｄ
Ｅ 伊

手

 

小
料
理 

吟

井
伊
香
代
子

戸
田
鮮
魚
店

 ◎ 

塩
崎
和
善 

イ
フ
イ
石
材 

地
蔵
味
噌 

山
下
美
容
室 

オ
ン
＆
オ
フ 

 

サ
ロ
ン
ド 

 

シ
オ
ザ
キ 

 

 

◎ 

松
本
健
志 

岩
本 

達
雄

三
島
建
設 

松
浦 

正
樹

菅 

加
寿
一

桐
島 

森
男

蛭
谷 

豊
美

渡
辺 

重
亀

松
浦 
正
美

松
浦 
俊
一

西
高 

憲
一

松
本 

敏
明

山
本 

章
子

藤
岡 

菊
恵

松
本 

健
志

 ◎ 

福
入
一
雄 

立
花 

浩
美

福
入 

忠
幸

福
入 

一
雄

 

◎
程
内
奈
美
子

芝
サ
ー
ビ
ス

 

Ｊ
Ａ
三
島 支

所

 

葛
川 

熊
夫

杉
本 

孝
司

ガ
ー
メ
ン
ト

室 
 

藤
雄

三
島
石
油
店

 

◎ 

樋
口
正
明 

 
本
土 

金
城

 

ア
カ
ネ
食
堂

ウ
イ
ン
グ
ス

ヒ
グ
チ
電
設

 

件
数 

計 

 
 

七
十
件

金
額 

計 

二
十
万 七

千
円

商
工
会
青
壮
年
部
関
係
打
上
げ
花
火
寄
付
金
に
つ
い
て 

今
年
も
商
工
会
三
島
支
部
青
壮
年
部
の
呼
び
か
け
に
よ
り
、
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
た

く
さ
ん
の
寄
附
が
集
ま
り
ま
し
た
。
お
か
げ
で
、
素
晴
ら
し
い
花
火
大
会
と
な
り
ま
し

た
。
ご
寄
附
を
頂
い
た
皆
さ
ん
、
ま
た
寄
附
集
め
に
ご
尽
力
頂
い
た
青
壮
年
部
員
の
皆

さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 
 
  
 
  
 
   

 
 
  
 

「
◎
」
は
、
寄
附
収
集
に
ご
尽
力
さ
れ
た
皆
さ
ん

夏祭り 各会計の決算概要 

納  涼  盆  踊  り  大  会 

収 入 の 部 （単位：円） 支 出 の 部 （単位：円） 

町 補 助 金 93,000 町夏祭りに係る町補助金 報 償 費 282,801 演芸出演・部落報償費等 

助 成 金 300,000 自治会一般会計から 消 耗 品 費 5,832 紙コップ・乾電池等 

負 担 金 0  通信運搬費 4,480 案内ハガキ代 

繰 入 金 55,900 前年までの負担金等残金 手 数 料 12,300 紅白幕クリーニング代 

雑 収 入 11,022 出店料、預金利子 会 議 費 75,050 実行委員会・反省会費 

   借 上 料 75,000 音響器材代 

   予 備 費 4,459 出演者弁当、お茶 

計 459,922  計 459,922  

打 上 げ 花 火 大 会 

寄 付 金 207,000 商工会青壮年部関係 打上げ花火 700,000 花火代 

負 担 金 554,026 自治会組別負担金等 報 償 費 50,000 消防団・商工会へ 

雑 収 入 374 預金利子 通信運搬費 3,500 寄附お礼状ハガキ代 

   手 数 料 7,900 花火許可申請手数料 

計 761,400   761,400  

● 自治会組別負担金  計 536,000 円（今年度全額使用） 
                  今年も各戸 1,000 円のご負担頂き、本当にありがとうございました。 
● 青壮年部関係寄附金 計 207,000 円：今年度花火大会へ 207,000 円  
 
 



 
 
 
 
 
 
 

 我
が
愛
し
の
三
島 

       

        

    

   

【 

我
ら 

団
塊
世
代
の 

ど
真
ん
中 

】 
  

あ
る
飲
み
会
の
席
で
「
何
か
や
ろ
う
」「
そ
う
だ

炭
で
も
焼
く
か
」
と
西
村
さ
ん
の
一
声
で
炭
窯
を

作
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
い
よ
い
よ
作
業
開
始
。

炭
窯
を
作
る
に
あ
た
り
、
清
家
茂
さ
ん
が
所
有
の

ユ
ン
ボ
で
今
ま
で
の
炭
窯
を
壊
し
、
清
家
昇
さ
ん

（
炭
焼
き
の
プ
ロ
）
は
炭
窯
の
製
作
を
担
当
。
入

口
の
レ
ン
ガ
作
り
を
塩
崎
義
行
さ
ん
が
引
受
け
、

ま
た
材
料
の
寄
附
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
役
割
分

担
を
す
る
中
で
汗
を
拭
い
な
が
ら
作
業
を
し
、
会

員
の
協
力
で
立
派
な
窯
が
や
っ
と
完
成
し
ま
し
た
。 

窯
出
し
の
七
月
二
十
三
日
に
は
、
自
分
達
で
焼

い
た
最
高
の
炭
で
焼
肉
会
。
美
味
し
い
酒
が
飲
め

ま
し
た
。
団
塊
世
代
の
私
達
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ

色
々
な
事
に
挑
戦
中
。
次
回
は
竹
炭
を
焼
い
て
み

た
い
と
只
今
計
画
中
で
す
。 

 
 

       

寄
附
の
お
礼 

 

三
島
自
治
会
・
三
島
公
民
館
主
催
事
業
へ
、
次

の
方
か
ら
御
芳
志
を
頂
き
ま
し
た
。 

心
よ

 

り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

七
月
二
十
九
日 

古
用 

 

晃
さ
ん
（
川 

 

上
） 

 

 

行事の報告・予定 
 

－ 9 月 － 
 

6 日（日）小学校体育館 
     ガラス清掃 
       8：00～ 

      バレーチーム等 
体育館利用者有志 

 
12 日（土）三島体協観月会 
      18：30～ 

 
15 日（火）三島地区敬老行事 
      9：00～ 

      
20 日（日）三島地区大運動会 
      8：30～ 

 
－ 10 月 － 

 

5 日（月）戸祇の子学級 
      13：15～ 
     いもたき 
     ＆クロッケー大会 

 

 11 日（日）三島地区球技大会 
      8：30～ 

 
       

 
祝・祭日には国旗を 
立てましょう。 

 
発 行 者 

鬼北町小松 1523 

三 島 公 民 館 
電話：48-0111 
FAX：48-0303 

 
鬼北町ホームアドレス 

http//www.town. 
kihoku. ehime.jp/ 

 
 

リ
レ
ー 

エ
ッ
セ
イ 

今年の 7月、下大野部落に「炭焼き道場」が出来ま

した。道場の名前は「団塊窯」と命名。メンバーは

西村一志さん、清家隆司さん、二宮秀文さん、高平吉

徳さん、井伊敏正さんの 5 人で結成。今月は、その中

の１人、井伊さん（現区長）にお窯が完成したことに

対しての思いを執筆していただきました。 
№26 

お 知 ら せ 
 
来年の公民館だより 3 月号

の表紙をあなたの写真で飾っ

てみませんか？ 
 
3 月号はカラーページになりま

す。そこで三島の四季折々の風景
写真や人々、さらに行事の写真等
何でもＯＫです。皆さんの応募を
お待ちしております。 

 
 応募締切日 平成 22 年 1 月 31 日 

 問い合わせ 三島公民館 

        48-0111 




